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トレーニングツールの使い方
PERCH デザインビジュアライゼーション トレーニングツール

使い方

このトレーニングツールは、トレーニングビデオと小冊子を一緒に使って

学習するようにできています。

また小冊子の後半はデザインビジュアライゼーションに必要な周辺知識に

ついて紹介しています。

小冊子の使い方

トレーニングビデオと一緒に利用
このトレーニングツールの特徴は実際に撮影された状況を 3DCG で再現す

ることで、撮影技術を 3DCG で生かす方法を体験しながら学べることです。

小冊子の P8 〜 P13 に掲載された「撮影された写真」「このツールを使って

制作する CG 写真」「撮影状況のライト配置図」を見ながら 3DCG ソフト

で制作を進めていきます。

技術だけでなく、制作品質を決定づける「プロとしての根本的な考え方」

などが学べます。また小冊子後半の「周辺知識」を理解してトレーニング

を進めればより高い学習効果が得られるようになっています。

デザインビジュアライゼーション制作に必要な周辺知識
P14 〜 P27 は制作を行う上で必要な知識や方法について紹介しています。

● P14 〜 P23 では制作に関する重要な考え方について

● P24 〜 P27 では制作における問題点や効率化について

トレーニングビデオの使い方
撮影状況を 3ds Max Design 2009 で制作する課程を記録したビデオです。

ビデオは 3 本用意されていますので、小冊子の対応したページと一緒にご

利用ください。

video_start をクリックしてブラウザで再生して
ください。

動作環境：Windows OS, Flash ver.7 以降
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完成ファイル名（左図）
この完成ファイルは撮影時の考え方を参考
にしながら、積極的に 3DCG の良いとこ
ろを取り入れて制作の簡略化をしています
ので配置図と一致しない部分があります。

レンダリングウィンドウを開くボタン（右
上図）

レンダリングウィンドウ（右下図）
下記マシンスペックでのこのファイルの参
考レンダリング時間は、8 分 42 秒
OS：Windows Vista Business 64bit
PC：2.8GHz Quad-Core Intel Xeon x 
2CPU, メモリ 6GB

小冊子のP8-P9（左図）

制作用ベースファイル名（左図）

「製品基本カット（正面）」の再現
撮影スタジオで行われる製品撮影を学びます。直接光（間接光のない）だ

けで製品を表現するスタジオライティングを 3DCG で行います。

１：3DCGのゴールを確認
「kihon_front」フォルダにある完成ファイル「kihon_front_finish.max」

を開いてレンダリングを実行します。出来上がった画像を確認して、この

ファイルで制作可能な CG ビジュアルのゴールを実感してください。

２：制作方法を理解

小冊子の P8-P9 を開いて撮影状況のライト配置図を見ながら、完成ファイ

ルのライティング設定を理解してください。

３：実践して理解を深める

小冊子を参考にしながら、ビデオの制作手順通りに制作してください。

「kihon_front_base.max」を使用します。

このファイルにはプリンターのデータだけ

が設定されているので、カメラ／ライトを

設定することだけに集中して学ぶことが出

来ます。
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トレーニングツールの使い方
PERCH デザインビジュアライゼーション トレーニングツール

「製品基本カット（斜め左振り）」の再現
１：3DCGのゴールを確認

「kihon_side」フォルダにある完成ファイル「kihon_side_finish.max」を

開いてレンダリングを実行します。出来上がった画像を確認して、このファ

イルで制作可能な CG ビジュアルのゴールを実感してください。

２：制作方法を理解
小冊子の P10-P11 を開いて撮影状況図を見

ながら、完成ファイルのライティング設定

を理解してください。

３：実践して理解を深める
小冊子を参考にしながら、ビデオの制作手順通りに制作してください。

ファイル「kihon_side_base.max」を使用します。このファイルにはプリ

ンターのデータだけが設定されています。

「製品イメージカットの再現」
ロケ撮影した背景に 3DCG で制作した製品を合成する手法を学びます。ロ

ケ撮影ではその場の自然光や照明をなるべく生かし、ライトを追加してよ

り魅力的に見えるように補っていきます。

１：3DCGのゴールを確認
「image」 フ ォ ル ダ に あ る 完 成 フ ァ イ ル

「image_finish.max」を開いてレンダリン

グを実行します。出来上がった画像を確認

して、このファイルで制作可能な CG ビジュ

アルのゴールを実感してください。

２：制作方法を理解
小冊子の P12-P13 を開いて撮影状況のライト配置図を見ながら、完成ファ

イルのライティング設定を理解してください。

３：実践して理解を深める
小冊子を参考にしながら、ビデオの制作手順通りに制作してください。

ファイル「image_base.max」を使用します。このファイルにはプリンター

／テーブルのデータだけが設定されています。

撮影と3DCGの違い
この完成ファイルは撮影時の考え方を参考
にしながら、3DCG の良いところを取り入
れて制作の簡略化をしていますので配置図
と一致しない部分があります。

参考レンダリング時間
下記マシンスペックでのこのファイルの参
考レンダリング時間は、51 分

小冊子のP12-P13（右図）

撮影と3DCGの違い
この完成ファイルは撮影時の考え方を参考
にしながら、3DCG の良いところを取り入
れて制作の簡略化をしていますので配置図
と一致しない部分があります。

参考レンダリング時間
下記マシンスペックでのこのファイルの参
考レンダリング時間は、7 分 24 秒

小冊子のP10-P11（右図）
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応用で理解を深める
このトレーニングツールで紹介する制作手法をベースに、現在の仕事にあ

うように、これまでの経験を組み合わせて、より良い制作手法を生み出し

てください。

また製品写真の表現方法はたくさんありますので、それらを身につけてお

けばいろいろな要求に応えることができます。製品カタログや Web ペー

ジから他の表現を見つけて、そのコンセプトや表現方法を探り、このツー

ルで学んだ制作手法を応用して制作してみてください。

基本的な考え方を取り入れる
この小冊子の後半にはデザインビジュアライゼーション制作をよりよくす

る情報が載っています。P14 〜 P23 はビジュアル制作の基本的な考え方に

ついてです。

制作の流れや、撮影知識を 3DCG で生かす方法、ビジュアルクリエイティ

ブの考え方、継続的な学習方法など、長く利用いただける内容になってい

ます。

 

効率化と問題点
P24 〜 P27 では制作における効率化と問題点についてです。

業務の効率化は「利益向上」「表現アイデアを考える時間を増やす」という

点で非常に重要です。

今回はいくつかある効率化手法の１つで大きな効果のあるカラーマネジメ

ントのメリットと導入について簡単に紹介しています。

近年権利に対する意識が高まってきていますが、デジタルデータの取り扱

いについてはわかりづらいことが多いために、リスクのある利用が多く見

られます。そのようなリスクを回避する方法について紹介しています。


